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花
火
大
会
や
お
祭
り
な
ど
、毎
年
夏

の
風
物
詩
と
し
て
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
き
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
例
年

通
り
に
実
施
さ
れ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で

の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。音
楽
好
き
の

な
か
に
は
屋
外
の
音
楽
フ
ェ
ス
で
、広
く

開
放
的
な
会
場
で
様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、久
し
ぶ
り
に

気
兼
ね
な
く
楽
し
ん
だ
方
も
お
ら
れ
よ

う
。

　

日
本
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
の
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
音
楽
の
聖
地
と
言
え
ば
、

「
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
」（
東
京
都
千

代
田
区
）が
思
い
浮
か
ぶ
。「
野
音
」の
愛

称
で
知
ら
れ
、ラ
イ
ブ
や
集
会
の
野
外
会

場
と
し
て
根
強
い
人
気
を
誇
る
。

建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
る
。設
計
と
整

備
、維
持
管
理
を
一
括
で
担
う
民
間
事

業
者
に
は
、野
音
な
ら
で
は
の
開
放
感
の

維
持
を
前
提
と
し
、ス
テ
ー
ジ
上
と
観
客

席
前
方
へ
の
屋
根
の
設
置
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
の
機
能
拡
充
な
ど
を
求
め
る
。二
〇
二

四
年
十
月
か
ら
大
音
楽
堂
の
使
用
を
休

止
し
、工
事
に
順
次
取
り
か
か
る
。四
代

目
と
な
る
大
音
楽
堂
は
二
〇
二
八
年
四

月
ま
で
に
使
用
を
始
め
る
と
い
う
。

　

関
東
大
震
災
か
ら
一
〇
〇
年
が
経
つ

首
都
・
東
京
で
は
、日
比
谷
公
園
の
音
楽

堂
の
よ
う
に
役
割
を
変
え
ず
、そ
の
場
に

今
も
立
ち
続
け
る
施
設
が
あ
る
一
方
、

時
代
の
移
り
変
わ
り
の
な
か
で
様
々
な

施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。経
済
の
活
性

化
や
日
々
の
暮
ら
し
の
利
便
性
向
上
、安

全
・
安
心
の
確
保
な
ど
に
当
た
り
、タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
の
周
辺
で
は
都
市
機
能
の
集

積
が
進
ん
だ
ほ
か
、低
未
利
用
で
災
害
リ

ス
ク
の
高
い
エ
リ
ア
で
も
再
開
発
事
業
が

具
体
化
。超
高
層
ビ
ル
な
ど
新
た
な
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
っ
た
。

　

近
年
は
国
内
最
高
高
さ
の
ビ
ル
の
建

設
が
相
次
ぐ
。十
一
月
に
開
業
す
る
東

京
都
港
区
の
大
型
複
合
施
設「
麻
布
台

ヒ
ル
ズ
」の
中
核
施
設
で
あ
る「
森
Ｊ
Ｐ

　

一
九
〇
五
年
八
月
に
国
内
初
の
野
外

音
楽
堂
と
し
て
完
成
し
た
日
比
谷
公
園

音
楽
堂（
現
在
の
小
音
楽
堂
）に
続
き
、

一
九
二
三
年
七
月
に
完
成
し
た
大
音
楽

堂
は
、今
年
で
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
。

六
月
に
は「
祝
・
日
比
谷
野
音
１
０
０
周

年　

日
比
谷
音
楽
祭
２
０
２
３
」が
開

か
れ
、大
音
楽
堂
や
小
音
楽
堂
な
ど
日
比

谷
公
園
内
と
そ
の
周
辺
で
大
小
様
々
な

会
場
に
多
く
の
人
た
ち
が
集
い
、世
代
や

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
音
楽
を
楽
し
ん
で
い

た
。

　

大
音
楽
堂
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

落
成
式
か
ら
わ
ず
か
二
カ
月
後
に
関
東

大
震
災
が
発
生
。被
災
し
た
も
の
の
建
物

は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
、被
災
者
慰
安
の

タ
ワ
ー
」の
高
さ
は
約
三
三
〇
メートル
。大
阪

市
の「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」（
高
さ
約
三
〇

〇
メートル
）を
上
回
る
日
本
一
高
い
超
高
層

ビ
ル
と
な
る
。

　

二
〇
二
七
年
度
に
は
、Ｊ
Ｒ
東
京
駅

日
本
橋
口
前
に
高
さ
約
三
九
〇
メートル
の

「
Ｔ
ｏ
ｒ
ｃ
ｈ　

Ｔ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ（
ト
ー
チ
タ

ワ
ー
）」が
誕
生
。東
京
の
新
た
な
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
色
を
添
え
る
。

　

最
新
の
性
能
・
機
能
を
備
え
る
施
設

整
備
に
よ
り
、ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
呼

び
込
み
、国
際
競
争
力
を
高
め
る
こ
と

は
、持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
要
素
だ
。こ
う
し
た
開
発
事
業
を
機

に
、周
辺
地
域
の
防
災
力
の
向
上
も
期
待

さ
れ
る
。

一
五
兆
円
の
強
靭
化
プ
ロ
始
動

　

東
京
都
は
昨
年
五
月
、一
〇
年
ぶ
り

に
首
都
直
下
地
震
に
関
す
る
被
害
想
定

を
見
直
し
た
。都
心
南
部
を
震
源
と
す

る
地
震（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
）が

発
生
し
た
場
合
、揺
れ
や
火
災
に
よ
る
死

者
は
最
大
約
六
、一
〇
〇
人
、建
物
被
害

は
約
一
九
万
四
、四
〇
〇
棟
に
上
る
と
推

計
。こ
れ
ま
で
の
対
策
の
進
展
に
よ
り
、

た
め
の
演
奏
会
な
ど
で
人
々
を
勇
気
づ

け
た
。

　

戦
後
は
進
駐
軍
に
一
時
接
収
さ
れ
、

そ
の
期
間
中
の
火
災
で
ス
テ
ー
ジ
が
全

焼
。一
九
五
四
年
に
改
築
し
、二
代
目
と

し
て
歩
み
始
め
た
。安
保
闘
争
を
機
に
政

治
集
会
が
開
か
れ
、春
闘
や
メ
ー
デ
ー
な

ど
決
起
集
会
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

ロ
ッ
ク
や
フ
ォ
ー
ク
の
全
盛
時
代
に

入
る
と
、コ
ン
サ
ー
ト
が
盛
ん
に
行
わ
れ

た
。ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
矢
沢
永
吉
さ
ん

率
い
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド「
キ
ャ
ロ
ル
」の

解
散
コ
ン
サ
ー
ト（
一
九
七
五
年
四
月
）

で
は
ス
テ
ー
ジ
が
炎
上
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
。そ
の
二
年
後
に
は
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

死
者
や
建
物
被
害
は
前
回
想
定
よ
り
三

～
四
割
程
度
減
る
と
見
込
ん
だ
。

　

新
た
な
被
害
想
定
の
公
表
と
同
時

に
、都
は「
都
市
強
靱
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
た
。地
震
だ
け

で
な
く
、激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
害

な
ど
を
含
め
た
災
害
に
今
後
ど
う
対
応

す
べ
き
か
を
長
期
的
な
視
点
で
議
論
し
、

二
〇
四
〇
年
代
を
目
標
に
東
京
の
防
災

対
策
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
強
靱
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
取
り
ま

と
め
た
。

　

総
事
業
費
は
一
五
兆
円
を
見
込
み
、

今
後
一
〇
年
間
で
六
兆
円
を
投
じ
る
。地

震
対
策
の
一
環
で
、タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
周
辺

で
は
帰
宅
困
難
者
の
一
時
滞
在
施
設
の

不
足
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、公
開
空

地
や
駅
構
内
な
ど
を
柔
軟
活
用
す
る
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
を
支
援
。防
災

機
能
を
高
め
た
再
開
発
ビ
ル
な
ど
も
、非

常
時
に
は
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
施

設
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

　

本
年
度
初
め
に
修
正
し
た
東
京
都
地

域
防
災
計
画（
震
災
編
）で
は
、二
〇
三

〇
年
度
ま
で
に
首
都
直
下
地
震
等
に
よ

る
人
的
・
物
的
被
害
を
概
ね
半
減
さ
せ

る
目
標
を
掲
げ
た
。目
標
達
成
に
向
け
、

プ「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」が
舞
台
上
で
突

然
解
散
宣
言
し
、世
間
を
騒
が
せ
た
。解

散
理
由
の「
普
通
の
女
の
子
に
戻
り
た

い
」は
当
時
の
流
行
語
に
な
っ
た
。

　

三
代
目
に
当
た
る
現
在
の
大
音
楽
堂

は
一
九
八
三
年
に
竣
工
。音
が
客
席
方
向

に
反
射
し
や
す
い
構
造
に
す
る
な
ど
、音

に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
で
多
く
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
支
持
さ
れ
、憧
れ
の
ス
テ
ー
ジ
と

な
っ
た
。

持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
推
進

　

前
回
の
工
事
か
ら
四
〇
年
が
経
ち
、東

京
都
は
大
音
楽
堂
を
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
・
Ｐ
Ｆ

Ｉ（
公
募
設
置
管
理
制
度
）を
採
用
し
て

住
宅
の
耐
震
化
や
不
燃
領
域
の
拡
充
、

無
電
柱
化
、上
下
水
道
管
路
の
耐
震
化

な
ど
を
推
進
。行
き
場
が
な
い
帰
宅
困
難

者
が
約
六
六
万
人
発
生
す
る
と
想
定
し
、

こ
の
う
ち
九
割
の
人
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
一
時
滞
在
施
設
を
確
保
す
る
。

　

ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
や
高
層
建
築
の

増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、非
常
時
の
通
信
環

境
の
整
備
や
業
界
団
体
と
連
携
し
た
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
早
期
復

旧
な
ど
、避
難
行
動
・
生
活
に
関
す
る
取

組
み
も
充
実
さ
せ
る
。

　

六
月
の
第
二
回
都
議
会
定
例
会
で
小

池
百
合
子
知
事
は「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
強
靱
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
安
全
・
安
心
と
い
う
揺

る
ぎ
な
い
都
市
像
へ
の
確
か
な
道
し
る
べ

と
す
る
た
め
、年
度
内
を
め
ど
に
内
容
を

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
」と
意
気
込
み
を

述
べ
た
。地
震
だ
け
で
な
く
、豪
雨
や
火

山
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
へ
の
対
応

力
強
化
に
力
を
注
ぐ
構
え
だ
。

　

関
東
大
震
災
一
〇
〇
年
の
節
目
を
機

に
、官
民
の
防
災
・
減
災
の
取
組
み
は
一

段
と
活
発
化
し
て
い
る
。こ
の
流
れ
を
弱

め
ず
、更
に
加
速
さ
せ
る
よ
う
、引
き
続

き
一
人
ひ
と
り
の
意
識
啓
発
が
求
め
ら

れ
る
。
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